
い
っ
し
ょ
に
仲

良
く

勉
強
し
ま
し
ょ
う

靡徊聊壻陌疝姉聾嶄

賢 前 庭 謌

２　 ０_ ０　 ０

４
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47億1,000万円

歳入
科　 目 予算額(干円) 対前年比％ 構成比％

町税 932.680 △1.4  ー9.8

地方譲与税 74.000 0.0 l.6

利子割交付金 22.500 150. O 0.5

ゴルフ場利用税交付金 ｰ 0.600 0.0 0.2

地方消費税交付金 94.300 2.2 2.0

特別地方消費税交付金 １ 0.0 0.0

自助巾取得脱交付金 35.100 △8.8 0.7

地方特例交付金 23.000 △17.9 0.5

地方交付税 2 ﾕ 97.  1,0 46.6

交通安全特別対策交付金 2.000 0.0 0.0

分担金及び負担金 24.634 △47.6 0.5

使用料及び手敗料 51.902 △2.3 l.1

国庫支出金 245.741 48.9 5.2

県支出金 ｰ 8L44 ｰ △19.4 3.9

財産収入 3.972 △16.7 0.1

寄付金 2.00 ｰ 川 0.0

繰入金 / 4.0 △2.5 5.8

繰越金 20 , 000 0.0 0.5

諸収入 79.157 △43 ､ 0 １．７

町偵 435 18.2 9.3

，　 合　　 計 4. 0. OOO 0.6 100

町 民 一 人 当 り の 歳 入 予 算

(平成12 年４月１日の町の人口　11. ４４８名)

地方交付税 町　税 81 , 471円

たばこ税ほか 町民税 固定資産税

191.911 円 7｡549円 28  60円 45  62円

計

411425円

その他の収λ

－

･  652 円

町　債

38 , 077円

国県支出金

3 み 315円

豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

心
豊
か
で
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

平
成
十
二
年
度
各
会
計
予
算
は
、
三
月
議
会
で

審
議
、（
絹
泌
か
れ
ま
し
た
。
二
十

。
歐
紀
を
見
つ

め
な
が
ら
『
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町

づ
く
リ
』
「
心
豊
か
で
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」

を
目
標
に
掲
げ
、
町
民
生
活
の
充
実
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
ま
す
。

平
成
十
二
度
予
算
は
、
町
民
各
層
の
要
望
等
を

踏
ま
え
、
日
標
を
具
体
化
す
る
主
要
施
策
と
し
て

六
項
目
の
柱
に
基
づ
き
、
重
点
事
巣
を
選
定
し
、

積
極
的
な
対
応
を
図
る
こ
と
を
塞
本
に
編
成
し
ま

し
た
。
（
五
頁
～
七
頁
で
只
体
的
に
掲
職
）

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
額
は
四
十
二
億
一

千
万
円
と
な
り
、
十
一
年
度
と
比
較
し
て
三
千
万

円
○

こ
（
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
予
算

を
基
に
、
一
層
の
生
活
向
上
を
図
る
た
め
、
計
画

的
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

歳
　
入

町
税
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
の

評
価
替
な
ど
に
よ
り
、
対
的
年
比

丁

六
％
減
の
九
億
三
千
万
と
な
り
ま
し

た
。
歳
入
の
五
割
近
く
を
占
め
る
跨

通
交
付
税
や
地
方
譲
与
税
、
各
交
付

金
で
は
、
景
気
や
国
県
の
動
向
を
踏

ま
え
算
出
し
た
結
果
、
わ
ず
か
な
増

に
留
ま
り
ま
し
た
。

同
庫
支
出
金
は
、
介
護
保
険
制
度

導
入
に
よ
り
、
老
人
保
護
措
置
費
が

減
額
し
た
も
の
の
、
緊
急
地
方
迫
路

整
備
や
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
袖

助
金
を
新
た
に
計
上
し
。
同
比
四
九

％
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。
県

支
出
金
や
分
担
金
及
び
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
介
護
保
険
事
奥
施
行
に
よ

る
、
措
置
費
、
老
人
福
祉
施
設
負
担

金
の
減
額
が
、
主
な
要
因
で
す
。

町
債
で
は
、
交
付
税
措
置
な
ど
有

利
な
起
債
を
選
択
し
活
用
を
図
っ
て

お
り
、
水
道
嘔
業
、
農
業
基
盤
鰹
伽

事
楽
、
地
方
特
定
地
路
嘔
業
に
加
え
、

新
た
に
給
食
施
般
、
文
化
財
、
社
会

体
育
施
設
整
備
に
要
す
る
財
源
を
見

込
み
ま
し
た
。

町
の
自
主
財
源
は
、
町
税
を
中
心

に
ｔ
一
二
億
九
千
万
円
、
串
に
し
て
二

九
・
五
％
で
あ
り
、
一
方
、
依
存
財

源
は
地
方
交
付
税
や
岡
県
支
出
金
な

ど
で
、
そ
の
合
計
が
歳
入
の
七
割
を

占
め
る
と
い
う
財
政
榊
造
で
す
。



平成12 年度

一般会計予算額は

歳出 (目的別)

科　 目 予算額(千円) 対荊年比％ 栂成比％

撮会費 】08,111 －1.1 2.3

総務賢 662.178
･一一
T 0.5 14.】

民生費 429.469 ｰ 15.7 9.1

衛生費 761.675，　1.3  ー6.2

農林水産業費 433 , 365 ｰ  ー3.8 9.2

商工費 36 ℃ 73 .　6.0 0.8

土木費 624,039 ｰ 16.6  ー3.2

消防費 2 】 9.08611　　6.3 4.6

教育費 827.872 50.4  ー7.6

災害榎旧輿 ２ 0.0 0.0

公債費 602.129 －0.2 12.8

賭支出金 １ ）0.0 0.0

予備費 6.000 I II
卜O･0

0.1

合　　 肝 4 , 7  ー0.0 0.6 100. O

町民一人当 り の歳出 予 算

四 費�鮮 水額 費�衛生費 �民生費 �総務費 �議会費

151円�37 掲 円�66,533円�3 れ 515円 �5 乙 2円�9 , 4円

その他 �公債費 �教育費 ��肖防費 �土木費

525円�5 597円 �72316円�19.137円�図 1 円

計
41  帳 426 円

一般会計当初予算額の推移
(単位：百万円)

性質別に見てみると Ｏ 　は前年対比

歳
　
出

歳
出
の
目
的
別
構
成
で
は
、
叡
育
費
が
一

七
％
を
超
え
一
番
多
く
、
次
に
衛
生
費
、
総

務
費
。
七
木
費
の
順
と
な
り
ま
す
。
公
伎
費

は
昨
年
と
閥
程
度
の
十
二
％
と
な
り
ま
し
た
。

対
前
年
比
で
見
る
と
。
教
育
費
が
学
校
給

食
施
設
整
備
や
文
化
財
整
備
、
体
育
施
設
調

査
費
の
増
加
に
よ
り
、
五
〇
％
増
と
大
幅
な

伸
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
費
の
伸

び
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
や
湛
水
防
除
用
排
水

ポ
ン
プ
な
ど
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
増
高

し
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
減
少
し
た
も
の
は
、
土
木
費
で
、

富
士
見
橋
架
替
工
事
が
新
規
に
加
わ
っ
た
も

の
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
連
事
業
費
の
減
少
に

よ
り
一
六
・
五
％
の
減
と
な
り
、
民
生
費
で

は
介
護
保
険
の
導
入
に
よ
る
減
少
、
農
林
費

は
渇
水
対
策
特
別
会
計
へ
繰
出
金
が
減
額
し

た
た
め
で
す
。

性
質
別
区
分
で
見
み
る
と
、
物
件
費
で
嘔

務
的
経
費
を
中
心
に
一
割
削
減
し
て
お
り
、

学
校
給
食
施
般
盤
備
や
寓
士
見
橋
架
替
工
事

な
ど
普
通
建
設
事
業
を
増
高
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
。
町
民
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る
事

業
を
重
点
に
選
別
す
る
と
と
も
に
、「
コ
ス
ト

意
識
」
の
も
と
事
務
嚊
業
の
見
直
し
、
経
費

の
節
減
に
努
め
た
桔
果
で
、
町
民
生
活
向
上

に
不
可
欠
な
事
業
を
璽
点
に
、
禎
極
的
な
歳

出
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。



特 別 会 計
特 別 会 計

会 計 名　 予 算 額　　 増減率

山長育英財産　　313 千円　 （△6.3 % )

給食センター　70,000千円　　　 新設

国民健康保険7  . 千円　(  6.9 % )

老人保健　1.0  .713千円　 （△2.2 % )

介類保険　　13 千円　　　 新設ﾌ

渇水対策施設　74.  4千円 （△40.3％）

貝田簡易水道　10,576千円 （△17.7 % )

公共下水道　310j60【】千円 （△12.5 % )

土地開発事業67･I,147千円 （△.61.5 % )

公営企業　水道事業会計

区　 分　　　 収 入　　 支　出

収益的収支　173.  5 千円156.391 千円

資本的収支　39259 千円48,277 千円

給
食
セ
ン
タ
ー
特
会
・

介
護
保
険
特
会
を
設
置

今
年
度
か
ら
運
営
・
実
施
さ
れ
る
給
食
セ
ン
タ
ー
と
介
護
保
険

に
対
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
会
計
を
設
置
し
ま
し
た
。
国
見
町
で

は
特
定
事
業
を
行
う
た
め
九
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
公
営
企
栗

会
計
、
及
び
財
産
区
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

特
別
・
財
産
区
・
水
辿
事
業
の
総
予
算
額
は
Ξ
十
四
億
七
千
二

百
万
円
（
対
前
年
比
ニ

ー
％
減
）
と
な
り
、

。
般
会
計
と
合
わ
せ

八
十
一
億
八
千
万
円
に
よ
り
、
町
民
生
活
向
上
の
た
め
、
各
種
施

策
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ｔ

な
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
特
別

会
計

今
年
（

月
か
ら
給
食
が
実
施
さ
れ

る
給
食
セ
ン
タ
ー
を
管
理
運
営
す
る

た
め
新
た
に
特
別
会
計
を
設
置
し
、

学
校
給
食
な
ど
に
要
す
る
七
千
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出
の
内
容
は
、
賄
材
料
費
に
四

千
万
円
、
調
理
や
施
般
維
持
の
人
件

費
や
管
理
経
費
に
三
千
円
万
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
と
し
て
、
賄

材
料
分
二
千
九
百
二
十
万
円
を
父
兄

か
ら
の
給
食
負
担
金
と
し
、
他
の
経

費
を
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
す
る
も

の
で
す
。
高
齢
者
配
食
嘔
業
や
災
害

炊
き
出
し
経
費
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。介

護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
法
に
基
づ
き

。
介
護
保

険
特
別
会
計
が
殻
雌
さ
れ
、
初
年
度

の
予
算
額
は
三
億
四
千
百
三
十
二
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
介
護
保
険
給
付
に
要

す
る
経
費
二
億
七
千
六
百
万
円
、
事

務
費
や
人
件
費
及
び
認
定
審
査
会
な

ど
の
総
務
費
に
五
千
二
百
五
卜
万
円
、

保
険
財
政
安
定
の
た
め
の
恭
金
積
み

立
て
な
ど
に
千
二
百
（

卜
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

歳
入
の
ｔ

な
も
の
は
、
六
卜
五
歳

以
上
の

。
号
被
保
険
者
か
ら
の
保
険

料
が
約
千
四
百
万
円
、
高
齢
者
の
保

険
料
を
四
分
の
一
に
軽
減
す
る
高
齢

者
特
別
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
、
円

滑
導
入
基
金
か
ら
繰
入
金
が
四
千
六

百
五
十
五
万
円
で
す
。

介
護
給
付
費
の
二
億
七
千
六
百
刀

円
を
基
に
、
国
の
負
担
分
二
〇
％
、

県

で

丁

五
％
、
支
払
基
金
交
付
金

三
三
％

分
を
計
上
、
さ
ら
に
町

。
二
・

五
％
の
負
担
分
と
事
務
費
等
を
合
わ

せ
八
千
七
十
万
円
を
一
般
会
針
か
ら

の
繰
入
金
で
見
込
み
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
健

特
別
会

計

国
民
健
康
保
健
特
別
会
針
の
予
算

額
は
七
億
五
千
六
十
万
円
で
、
対
加

年
度
比
較
で
四
千
八
百
十
万
円
、
乖

で
六
・
九
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
増
額
要
因
は
介
護
保
険
制
度
に

よ
る
納
付
金
四
千
二
百
二
十
五
万
円

が
新
た
に
含
ま
れ
た
も
の
で
、
そ
の

財
源
は
、
国
保
に
加
入
す
る
四
〇
歳

以
上
六
五
歳
未
満
の
第
二
号
被
保
険

者
か
ら
の
保
険
料
と
国
の
補
助
金
で

そ
れ
ぞ
れ
半
分
を
負
担
し
ま
す
。

そ
の
外
の
１
な
歳
出
で
は
。
医
療

給
付
費
に
四
億
七
千
七
百
万
円
、
老

人
保
健
拠
出
金
一
億
四
千
六
百
万
円
。

各
穐
健
診
等
の
保
健
事
業
費
や
嘔
務

経
費
を
計
ｈ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
財

源
と
し
て
歳
入
で
は
国
民
健
康
保
険

税
の
医
糠
分
が
約
三
億
円
、
国
支
出

金
が
二
億
三
千
七
い口
万
円
、
療
養
給

付
費
交
付
金
が
七
千
孚
日
万
円
を
見

込
み
、
事
務
経
費
等
一
般
会
計
か
ら

繰
入
れ
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
医
療
給
付

に
つ
い
て
経
理
し
て
お
り
、
Ｆ
算
額

は

Ｉ
〇
億
一
千
万
円
前
年
度
比
二
・

二
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化

の
な
か
で
対
象
者
、
医
療
費
が
仲
び

つ
づ
け
る
状
況
で
す
が
、
減
の
要
因

は
介
護
保
険
に
よ
り
老
人
施
設
と
訪

問
介
護
に
要
す
る
経
費
が
介
護
保
険

特
会
へ
移
行
し
た
た
め
で
す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

Ｆ
算
額
を
二
億
一
千
六
十
万
円
と

し
、
歳
出
で
は
管
き
よ
祭
伽
区
城
約

三
・
四
ｂ
を
予
定
し
、
そ
の
幤
備
に

要
す
る
経
費
と
。
維
持
管
理
及
び
下

水
道
債
償
還
の
た
め
の
経
費
を
見
込

み
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
は
町
が
経
営
す
る
公
営

事
業
で
あ
り
、
運
営
経
費
で
あ
る
収

益
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
節

減
等
に
よ
り
、
千
七
い口
万
円
の
利
益

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
資
本
的
収
支

で
は
、
福
鳥
地
方
水
道
川
水
供
給
企

業
団
か
ら
の
受
水
に
向
け
、
受
水
池

建
設
や
配
管
布
設
に
要
す
る
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
収
支
で
の
マ
イ

ナ
ス
分
は
内
部
保
留
資
命
で
補
填
す

る
し
く
み
で
す
。

財 産 区 会 計
各財産区の管理に要する経費を針ましていまｔ 。入山財

産区については緑資源公Ｍからの受託事禰として;.公NI

造林事埀に謇ずる疂¶yを計上しています.） ，

入山 財産 区　　　　24.43  ｱ千円　(  7.8 % )

藤田 財産 区　　 卜卜 二，:200 千円　, （△48  % 》

大木 戸財 産区匸　‥‥ ‥‥20 （!千円 フ ー.（9.9％）

Ｉ　　 ●･　　||　　 一石毋 田財 産区 ＼∠･　 卜,158 千円I( △31.3  % )

個し石毋田財産区議会により議決　 ご　　･.･卜卜-．



21 世紀への着実な一歩へ

平　成

12年度

まちづくりメ二 ユー

「誰もが希望を持ち、住んで良かったと思える町づくり｣

町

づ
く
り
の
骨
格
と
な
る

第
四

次
振
興
計
画
の
策
定

昨
年
完
成
し
た
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
開
発
嘔
業
を
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
促
進

を
奨
励
す
る
定
住
化
促
進
対
策
事
業

を
展
開
し
、
町
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

市
街
地
整
伽
事
業
に
よ
り
駅
前
周

辺
等
の
整
伽
を
継
続
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
地
域
間
交
流
事
業
や
義
経

ま
つ
り
嘔
業
補
助
金
を
計
上
し
、
町

民
総
参
加
に
よ
る
活
力
あ
ふ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
2
1皀
紀
の
国
見
町
を
創
造
す

る
第
四
次
国
見
町
振
興
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

住

宅

建

築

が

進

む

ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン

第 ２次国土利用計画策定及び

第 ４次国見町振興計画策定…………599 万円

町民総参加の町政の推進

(自治振興、広報等)………………1 , 708万円

ふるさとづくり推進事業……………374 万円

地域間交流事業………………………540 万円

市街地整備事業（債務負担）……… … ７億円

「立地環境を生かし、均衡のとれた快適な町づくり」

本年度架け替えが進められる川内地区の富士見檎

生
活
基

盤
を
確
立

富
士
見
橋
架
け
替
え
に
着
手

町
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、
生
活
路
線
を

中
心
に
町
道
の
改
良
黼
装
事
業
を
進
め
、
特

に
町
道
五
号
は
継
続
嘔
業
で
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
富
士
見
橋
架
替
工
事
に

着
手
し
ド
国
の
滝
川
改
修
と
と
も
に
進
め
ま

す
。住

宅
の
盤
伽
で
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の

シ
ル

バ
ー
（

ウ
ジ
ン
グ
住
宅
建
設
の
た
め
の

調
在
賞
を
計
上
、
さ
ら
に
、
快
適
で
き
れ
い

な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ｈ
下
水
道

の
整
伽
を
推
進
し
、
生
活
基
盤
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

ま
た
。
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
対
策
に
積
極
的
に
取
り
紺
む
と
と

も
に
、
緑
地
。
公
園
の
整
備
維
持
に
よ
り
、

住
民
が
安
ら
げ
る
空
間
の
確
保
を
し
ま
す
。

道路の維持管理……………………2  ﾌ 32万円

地方特定道路事業( 町 道５号)

………………………………1  億 4 ､ 万円

緊急地方道路整備事業富士見橋架替工事

(国直轄負担金分含む)………１億3  ﾌ 側万円

町道新設改良舗装事業……… １億4  ､ 0万円

洶川の改良…………………………910 万円

公営住宅建設費( シルバーハウジング

実施設計等)……………………=･････2 ､ 万円

既設住宅環境改善事業（下水道接続工事）

…………………….…………………1.58 万円

公共下水道事業 （特別会計）…２億〇電 213万円

国見町水道施設整備事業……… …3. 万円

合併処理浄化槽股置整備事業………620 万円

ごみ滅量資源化対策推進事業… ……588 万円

緑地，公園の整備維持管理 （一 部再掲）

……………………………………8,15j1万円

地籍調査事業の推進………………2 万円



「高齢化社会に対応できる健康で安心の町づくり」

自立高齢書等への生きがい支援ディサービ ス

健 康 診 査 事 業 …… …:･･‘…'･･.j･･“･“･“j“I････“･･.'‘'‘j･･･“･ 3  ､  310 万 円

乳 幼 児 ・ 妊 婦 健 診 事 業 … … … … ……I･… …… … … … ……328 万 円

公 立 藤 田 総 合 病 院 負 担 金･,･I･･… …=;f,･,7
万ri･･.･.･77:･I･,7･･･ 3

億5  ､ 4 万 円

自 立 高 齢 者 等 支 援 事 業 … … … … … …‘… …･･ … … …3  ､ 2 万 円

う ち 生 き が い 対 応 型 デ イ サ ー ビ 豕 事 業 … … … …1  ､ 2 万 円

う ち 家 族 介 護 慰 労 金 … … … … … … … … … … … … …730 万 円

特 養 老 人 ホ ー ム 整 備II･ 運 営 ・ 入 所 者 措 置 事 業.1 …･3  ､ 万 円

児 童 手 当 支 給 事 業 … … … … … … … … … … … … … …3.  1 万 円

重 度 身 心 陣 害 者 医 療 費 助 成 事 業 …･･･.･･,･･;･,･･,7…,･･7,･･･1  ､  8 万 円

防 災 ま ち づ く り 事 業 亠･. 亠 … …;. 亠 已i.I‘.‘･･.I.゙ :･･ヽI.゙“････ 3  ､  ﾊ 3万 円

交 通 安 全 対 策 の 推 進 … … … … … … … ……, …… … … ……･  引 6 万 円

防 犯 対 策 の 推 進 一ﾂﾞ･･ ７･7･,･･････７･,･r･･,･.･7･ ヅ･･,･･,･,7,･･･7,･,･･,･･1491万 円

保
健
・
福
祉
施
策
の

充
実
で
安
心
を
築
く

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
は
、
疾
病
の

早
期
発
見
・
予
防
が
瞋
要
で
あ
り
、
健

康
診
査
、
体
力
づ
く
り
な
ど
の
保
健
嘔

業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼

児
健
診
や
妊
婦
健
診
な
ど
の
母
子
保
健

事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
禍
祉
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
導
入
・
運
用

に
努
め
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
対
象

外
と
な
っ
た
方
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
等
で
何
ら
か
の
生
活
支
援
が
必
要

な
方
を
対
象
に
町
保
健
禍
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
援
護
に
つ
い
て
は
。
町

叭
独
で
拡
大
し
て
き
た
肌
度
心
身
障
害

者
医
療
裂
助
成
を
継
続
し
、
き
め
細
か

な
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
図
る
も
の
で

す
。安

心
の
町
づ
く
り
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
教
訓
を
生
か
し
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
の
た
め
消
防
防
災
、
交
通
安
全
、

防
犯
対
策
に
所
要
の
予
算
を
計
上
、
特

に
防
災
セ
ン
タ
ー
、
湛
水
防
除
用
緋
水

ポ
ン
プ
の
整
備
の
た
め
防
災
ま
ち
づ
く

リ
事
栗
を
火
施
し
ま
す
。

「産業の盛んな活力あふれる町づくり」

水 田 農 業 鰹 営 確立 対 策 こ吋釉, 宀'･･････'こ･L;‥‥‥,･.･･.',･4 , 138万 円

農 業 経 営 基 盤 強化 促 進対 策 事 集 ….l･…･… ……'･.7･･…･335 万 円;

新 地 域 営 農 確立 推 進事 業･,:j･… …… … … … … … ……158 万 円

中 山 間 地 域 等 直接 支 払 事 業･･… …….… … … … … …
…240 万 円ｽ

松 く い 虫 防除 事 業'…‘;…….゜･… … … … … … … … ……1  電 刀 9万 円･=

県 営 ほ 場整 備( 小 坂 地 区)･ 事 業 負 担 金 …… … …1  , 万 円

陬 営 樹 圃地 農 道( 中 山 原 地 区) 事 業 負担 金… … …825 万 円:

市 町 村 営 ふ る さ と農 道 緊 愈 整 備 事 業 …… … … …3  ､  繝万 円I

農 村 総 合整 備 事 業 亠........･....･....･....･....･....･....8,080万 円

市 町 村営 ふる さ と林 道 緊 急 整 備 事 業( 北 口 線)･･･3  ､ 万 円

商 工 業 の育 成 事 業 … … … … … … … … …… … … … …708 万 円1

中 小 企 業 等 金 融 対 策 事 業 ……… … … … … … … ……2､240 万 円･

生

産
基
盤
の
整
備
を
進
め

転
作
に
は
町
独
自
施
策
も

町
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い

て
は
。
新
た
な
水
田
農
業
経
営
確
立

対
策
に
対
応
し
、
団
地
化
誘
導
助
成

や
転
作
条
件
整
備
な
ど
、
町
独
自
の

事
業
を
展
開
し
円
滑
な
導
入
を
図
り

ま
す
。
生
産
基
盤
整
備
と
し
て
農
村

総
合
整
備
事
巣
、
ふ
る
さ
と
農
道
緊

急
整
備
嘔
業
そ
し
て
県
営
ほ
場
整
備

彩
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
さ

ら
に
低
コ
ス
ト
省
力
化
の
確
立
に
む

け
水
稲
直
播
栽
培
の
推
進
と
農
業
近

代
化
施
設
の
整
備
と
と
も
に
。
今
後

の
農
葉
を
担
う
認
定
農
業
者
等
に
対

す
る
支
援
策
を
盛
り
込
み
ま
す
。
ま

た
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
、
山
間
部

の
農
地
保
令
の
た
め
の
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
林
道
網
の
連
結
を
図
る

ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
叭
業
（
林

道
北
口
線
開
設
）
。松
く
い
虫
防
除
等

に
よ
り
林
菜
振
興
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
各

種
袖
助
制
度
に
よ
る
商
工
会
や
後
継

者
の
育
成
と
各
預
託
金
の
利
活
用
に

よ
る
中
小
企
業
育
成
及
び
地
域
振
興

活
性
化
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
ま

し
た
。

堅
備
さ
れ
た
ほ
場
を
利
用
し
て
逓
め
ら
れ

る
直
播
栽
培
（
小
坂
地
区
）



「次代を担う青少年の育成を目指す
教育と文化の町づくり」

建設が遣む国見町給食センター

少子ｲ1ﾎ対 策 事 業卅 ッ･･･,卅 …･･ 。I･.'･.;････裲 ．……，...;'一咄) 万 円

町 立 保 育 所 及 び 季 節保 育所 の 運 営;I:･…｣'･L･･  - 9.78 万 円

甼 校 教育 の 充 実'j … ……"
…

… ……;'j… … … … … ……2,501 万 円

学 校 教 育 施 設 整 備７… …1,･･… … … ……,･７, … … ……647 万 円

給 傘 粹 霖 撃 備 ….'.` .'…… £'･･… … … … ……ij.‾L･ 3億〇,458 万 円

給 食 セことﾀ =  管 理運ｔ･( 特 別 会 針 へ) … … … …ill･2 ､ 980万 円

文 化 財 保 護 管理 篳 業７･Irﾕ･,･･７･.･･･… …… … … … ….4 168 万 円

芸 椡 文 化 振 興 事 麟ぶ･JIλふこ 幺 二 ….ｊふ,亠 ぶ ぷ   6  給万 円

図 書 館 管 理 運倉 事 業･r:.･… … … … … …l･..… … … ……529 万 円

地 域 スポ ー ツ 襌興 搴 瘧･･… … …… … … … … … … ……632 万 円

体 責 旆 轂 撃 釋事 犂, 湖 潭.･. 默 計)卜 戸･ 宀ザ 仟･･･1..21! 万 円

教
育
施
設
整
備
を
重
点
に

少

子
化
対

策
へ
の
取
組
も

少
子
化
対
策
と
し
て
常
設
保
育
所
、

季
節
保
青
所
、
幼
稚
闘
の
各
保
育
料

を
据
置
き
、
負
担
軽
減
を
は
か
る
と

と
も
に
、
零
歳
児
保
育
の
試
行
的
導

入
及
び
各
施
設
の
整
伽
、
さ
ら
に
ひ

と
り
親
家
庭
等
に
対
す
る
医
療
費
の

助
成
を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
着
工
し
た
給
食
施
般
建
般
を

進
め
、
稼
助
の
た
め
の
経
費
を
計
上

し
、
（

月
突
施
に
む
け
準
伽
を
す
す

め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
に
お
い

て
も
、
外
国
青
年
招
致
、
学
力
向
上

対
策
な
ど
の
教
育
の
充
実
と
、
教
育

環
境
の
螫
備
に
も
努
め
ま
す
。

社
会
教
青
で
は
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
学
習
。
交
流
の
場
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
ホ
ー
ル

に
お
け
る
芸
術
文
化
振
興
事
業
の
充

実
、
新
た
に
図
書
管
理
の
電
算
化
、

情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
生
涯
学
習

を
進
め
る
た
め
所
要
の
経
費
を
計
上

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
地
域
文
化

財
を
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
藤
田

城
跡
及
び
岩
淵
遺
跡
整
備
事
業
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
社
会
体
育
の
よ
り

一
層
の
振
興
と
体
育
施
設
の
整
備
を

進
め
る
た
め
の
調
査
経
費
を
新
た
に

見
込
み
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
町
民
の
交
流
を
図
る
た
め
、
町
民

大
運
助
会
を
開
催
す
る
経
費
を
計
上

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

効
率
的
な
行
財
政
の

執
行

、

町
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
を

社
会
情
勢
の
変
化
や
地
方
分
権
の
推
進
な
ど
、
地
方

白
治
は
新
た
な
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
改
定
さ
れ
た
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
着
実

に
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
り
事
務
の
効
率
化
と
更
な
る
財

政
健
全
化
を
進
め
る
考
え
で
す
。

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
進
め
て
き
た
、
行
政

事
務
電
算
化
シ
ス
テ
ム
も
概
ね
導
入
が
終
わ
り
、
今
年

度
は
運
営
経
費
の
計
上
と
新
た
に
自
助
交
付
機
に
納
税

証
明
交
付
の
機
能
を
付
加
す
る
経
費
を
見
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
町
内
会
等
組
織
と

の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
事
莱
を
実
施
し
ま
す
。

「行財政体制の充実」

電算化が違む行政事務

自動交付観

行 政 事 務 電 算 化 事 業 （ 一 部 再 掲 ） ’

勹7 …･.=･･･ ｒ ｒ …･･r,･･ … …3.500 万 円

jフ ァ ッ ク ス 情 報 ネ り ト ワ ー ク 事 業･

･’●　 ’･;●.|　･..

］ ●･●●･j●●●●,･●･゙ ●●●.●,…7 ●,●.r.･●･･..131 万 円



公共下水道供用区域
すぐに使える区域　(71ha)

4 月から使える区域(  8 ha)

工事予定区域

水
質
保
全
と
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に

公
共
下
水
道
供
用
区
域
が
広
が
り
ま
し
た

公
共
下
水
道
管
き
よ
整
備
は
昭
和
六
十
三
年
の
工
事
着
工
以
来
、

平
成
十
年
度
末
で
七
十
一
回
が
完
了
し
、
供
用
可
能
世
帯
数

は
八
百
七
十
一
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
十
一
年

度
は
約
八
囘
の
整
備
促
進
が
図
ら
れ
、
そ
の
結
果
、今

年
四
月
の
供
用
開
始
で
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き

る
世
帯
は
、
一
千
五
十
四
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

下

水
道
が
整

備
さ
れ
る
と

公
共
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活

環
境
を
良
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
町
内
を
流
れ
る
阿
武
隈
川

を
は
じ
め
と
す
る
河
川
の
水
質
浄
化

を
図
り
、
き
れ
い
な
水
資
源
の
保
護

に
も
役
立
ち
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
給
排
水
を

公
共
ド
水
道
で
処
理
す
る
こ
と
で
衛

生
的
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
地
域
で

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
、
今
年
度

も
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

下

水
道
へ
の
接
続
を

河
川
の
汚
れ
の
原
因
は
、
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
鹽
か
な
水
資
源
の
保

護
と
生
活
環
境
の
整
備
が
下
水
道
事

巣
の
目
的
の
一
つ
で
す
。
公
共
下
水

道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
の
み
な
さ
ん

が
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
台
所
や
浴

室
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
の
下

水
道
へ
の
接
続
を
行
わ
な
い
と
こ
の

目
的
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

家
庭
の
生
活
雑
排
水
に
つ
い
て
は

六
か
月
以
内
に
、
く
み
取
り
式
ト
イ

レ
は
三
年
以
内
に
排
水
設
備
を
設
置

し
、
公
共
汚
水
マ
ス
に
接
続
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

受
益

者
負

担
金

は
、
下

水

道
が
整

備

計
画

さ
れ

て

い
る
区

域
の

土
地

が

す

べ
て

対
象

と
な

り
ま
す

が

、
こ

の

計
画
区

域
が

す
べ

て
整

備
さ

れ
る

ま

で
に
は

畏

い
期
間

が
必

要
で

す
。

そ

こ
で
、

受
益

者
負

担
金

は
下

水
道

の

整
備
状

況

に
あ
わ

せ
賦

課
徴

収
し

て

い
ま
す

。
こ

の
賦

課
徴

収
す

る
区

域

を

『
賦

課
対

象
区

域

』
と

い
い

。
年

度
初

め
に

み
な

さ
ん

に
お
知

ら
せ

し

て

い
ま
す
。

【
負

担
金

額
と
納

付
方

法

】
…
▼

負

担
金

額
・：
土
地

一
平
方

ｍ

あ
た
リ

四

百
五

十
円

で
算

出
し

ま
す
▼

納
付

方

法
・・・
五
年

分
割

の
年

四
期

、
二
十

回

で
納

付
し

て
く

だ
さ

い
。

納
付

書
は

年
度

ご
と

に
発

行
し

ま
す
。

【
一
括
納

付
報

奨
金
一

…

受
益

者
負

担
金

は

一
括
し

て
納

付
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
初

年
度

第

一
期
の

納
期

内

に
全
額

を
納

付
し

た
場

合

に
は
前

納
額

の

Ｉ
〇
％

程
度

の
報

奨
金

を
交

付
し

ま
す

。



４
月
か
ら
下
水
道
が
使
え
る
地
区

【
大
字
藤
田
地
内
】
皀
林
『

藤
田

一
の
全
呵

藤
田

平

八
斗
蒔
、
日
渡
二
、
日
渡
三
及
び
日

渡
四
の

一
部

【
大
字
山
崎
地
内
】
Ξ
舘
の
全
部
、
堂
ノ
前
、
宮
前
の

一
部
【
大
字
泉
田
地
内
】
堰
下

の
全
部

減
免
と
徴
収
猶
予

ｔ
地
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
受
益

者
負
担
金
の
減
免
又
は
猶
予
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料

公
共
下
水
道
事
業
を
運
営
す
る
た

め
に
は
、
終
末
処
理
場
の
運
転
経
費

の
ほ
か
に
卜
水
道
施
設
の
維
持
管
理

経
費
も
必
要
で
す
。
下
水
道
使
用
料

は
、
こ
の
よ
う
な
経
費
の

。
部
に
充

て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
使
川

料
は
、
上
水
道
の
使
用
ａ

を
下
水
量

と
み
な
し
て
算
出
し
て
い
ま
す
。
井

戸
水
な
ど
の
水
道
水
以
外
の
水
を
使

用
し
て
い
る
鳩
合
は
、
用
途
や
人
数

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
認
定
し
て
い

ま
す
。

利

子
補
給
制
度

国
見
町
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化

や
排
水
設
伽
工
事
に
要
す
る
費
川
を

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
と
き
、

一
世
帯
あ
た
り
五
十
万
円
を
限
度
と

し
た
融
資
額
に
対
し
て
、
そ
の
利
子

分
を
町
が
全
額
負
担
す
る
「
下
水
道

排
水
設
備
等
整
備
資
金
利
子
袖
給
制

度
」
を
般
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
利
子
補
給
は
当
該
地
区
の

供
用
聞
始
の
凵
か
ら
三
年
以
内
に
下

水
道
施
設
設
置
計
画
の
確
認
を
受
け

た
も
の
に
限
り
ま
す
。

問い合 わせ

都市整備課下水道係

(  5 ) 29

｢罰 鼈 定ごみ袋｣.II

も竸 できます，

お手持ちの｢町指定ごみ袋｣が

変わります｡

国見网では 、平成 ８年度より他网にさ きがけて町指定ご み袋を作

り 、ご みの分別収集と 資源化 。減量化に取り組んできたところ であ

りますが、本年度より伊達 ９町（伊達地方衛生処理組合）では 、統

一し たご み袋を使うことになりまし た。

こ のご み袋は 、５月１日より 。従来どお り町内の各商店などで販

売さ れます。

なお 、お 手持ち（在庫）の「国見町指定ご み袋」は、こ れまでど

おり使用でき ますので、全部お使いく ださい

価 格は 、大 袋(  45 2用 ）が １ロ ー ル（20 枚入)  230 円

小 袋(  30 2用 ）が １囗 一 ル（20 枚入)  20D 円 で す 。

伊達 ９町のご み袋の形

袋の 囗を† 文字に結んでください，

持ち置びに安全 變利なトトクリップ付き

(国見町指定ごみ袋、伊達９町ごみ袋とも にダイオキシンの発生はありません｡)

ごみ排出のマナーアップにご協力ください。

・ 必ず、指定のごみ袋を便い、氏名を記入し てください。

・ 収集日以外、夜間などには出さない でく ださい。

・く わしくは 、平成12 年度ごみ収集カ レンダ ーをご覧ください。

問い合わせ先／住民課　生活環境係　(  5  ー2116 )

浄化槽に係る届出は町へ

浄化槽の設置や構造の変更をす

るときは、浄化槽法の規定により

届出が必要です｡４月１日より浄

化槽に係る事務取扱が県より町に

移管され、各種届出は町に提出す

ることになります。また、浄化槽

に係る各種報告書の受理及び浄化

槽般置者への指導等も町で行うこ

とになります。

盲出等が必要となる碍合� 提出魯罵 �匯出先

浄化嘖を設蕈しようと
するとき �: t 第

設置Ｍ出● �

国貝廁
佳gl

設葷した浄化槽の使月
を聞咆したとき �冷化槽使

用開始侭６１

浄化噛を麦止したとき �冷化槽麑止囎汽●

jl術管理壱を変更した
とき �牋膵i籥

帰着変更媛ｉ喬

浄化槽昔理者を変更し
たとき �

浄化槽釁理肴変更略Ｓ
霹

浄化槽に閠することは．

僅艮諷生丿螽疆墳係 (  8  2  1  16  ) まで筒い合わせ下さい．



３
月
のグ

ラ
ビ
ア

火
災
に
備
え
て
消
防
団
初
午

火
災
の
多
い
季
節
を
前
に
３
月
1
2日
、
网
消

防
団
の
初
午
行
事
が
同
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
午

行
事
は
。
尋
先
か
ら
新
緑
の
時
期
に
か
け
空
気

が
乾
燔
す
る
た
め
。
火
災
予
防
を
含
め
消
防
施

設
の
点
検
。
消
防
水
利
の
確
認
等
を
行
う
こ
と

に
よ
り
。
非
常
時
に
備
え
る
も
の
で
す
。
初
午

眄
に
は
消
防
団
に
よ
り
「
火
伏
せ
」
も
実
施
さ

れ
、
新
し
い
建
物
へ
の
放
水
に
よ
り
。
無
火
災

を
祈
念
し
ま
ｌ
。

おかねのとれる農産物づくり

梁JI岡 の立花孝全さんを調師に迎え,｢ お かねのとれる

贋産勧づくり｣ と頒し た農政講演会が嚮 かれまし た．３

月23 日文化センターには租極的な良業 経営を目指す約60

名が出 席，お金に関わるこ とだけ に莫剣に聞き入ってい

まし た., 立花さんは粱』|岡 目 瀬寺の住職を務める傍ら ，

タチバナベーパーウェアー肬の社長も 動め， また ，輿寨

も の立場からも農纂衣術の碵究・開 発により特許等を取

得．高品詞の 商品づく りを進めており ま・,．淘外留李や

これまでの経験をもとに ，日本農業 の方向性 や消費者二

－ズをとらえた商品づくリ ．お金になる 秘訣について講

演されまし た．

福
祉
に
役
立
て
て

福
島
信
用
金
座
吾
妻
哲
夫
理
事
長

は

、
こ
の
ほ
ど
冨
永
町
長
を
肪
ね
、

福
祉
に
役

立
て
て

く
だ
さ
い
と
寄
付

を
し
て

く
だ

さ
い

ま
し
た

。
地
域
の

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
と
例
年
普

慧
を
届

け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
写
貰
上

）

ま
た
、「
当
社
創
業
五
十
周
年

を
迎

え
、
町
民
の
み

な
さ
ま
に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
福
祉
に
活
用
く

だ
さ
い
。
」
と
㈱
小

林
土
木
代

表
取
締

役
小
林
健
夫
様
も
寄
付
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
（
写

真
も
）

介護者懇談会

C社〕国見网 社会描祉協舗会主催による「介

謾者懇談 会」が、３月26 日観月台文化 センタ

ーで開 催さ れ．突際に家族介護に携わる18 名

が出属し ました．冨永会長から 日頃の劣苦に

刔し ねぎらいの言葉がかけら れ．４月スター

トの介護保険制度や町保健福祉事業について

鮫明 があり まし た．その後 ．日用品の 贈９ ．

ヘルパーも まじ えての懇献会が催さ れ．在宅

介讀での芻 体的な相談や、介護保険について

の質問が出されまし た．



新
た
な
門
出
に

お
め
で
と
う

こ

の
舂
。
保
宵
所

か
ら
中
学

校
ま
で
、
学
び
舎

を
輿

立
っ
た

稾
ど
も
た
ち
は
。
三
百
四

十
九

名
。
卒
業
訂
書
を
手
に
。
友
と

の
別
れ

。
期
待
。
夢
、
そ
し
て

ち
ょ
っ
び
り
の
不
安
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
胸
に

。
新
た
な
穣

立
ち
で
す
。

卒
案
お
め
で
と
う
。

解
散
決
議
　

伊
達
西

部
土
地
改
良
区

伊
連
西
部
土
地
改
良
区
通
常
総
代
会
が

、
３
月
引
日
観

月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
麗
催
さ
れ
、
土

地
改
良
区

解
散
に
つ
い
て
の
議
案
が
提
出
、
全
会

一
致
で
可
決
決
定

さ
れ
ま
し
た

．
同
土
地
改
良
区
は
昭
和
4
9
年
に
設
立

、
国

見

町
を
は
じ

め
桑
折
网
．
梁
川
町
の
８
０
０

吻
に
お
よ
ぶ

ほ
喝
螫
備
を
実
施

．
平
成
‥
凵
年
度
を
も
っ
て
そ
の

償
還
業

務
も
終
了
し
ま
し
た
．
今
後
．
議
決
に
基
づ
き
手
続
き
が

進
め
ら
れ
、
県
の

認
可
の

後
．
清
算
処
理
を
経
て
．
今

年

９

月
頃
に
は
、
川
西

を
拓
き

．
近
代
化
農
業
の
礎
を
築
い

た
大
事
纂
に
幕
が
下
ろ

さ
れ
ま
す
．

解散讀霙を提出する
村上太一伊達西拓三
地改良区理事長



消
防
団
辞
令
交
付
式

国
見
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
四
月

三
日
開
催
さ
れ
、
小
鳥
さ
ん
ら
十
四
名

が
勇
退
、
昇
格
等
二
十
六
件
の
異
助
辞

令
が
高
橋
力
団
長
よ
り
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
八
名
が
新
た
に
入
団
し
、

火
の
守
り
を
引
継
ぎ
ま
す
。

退
団

者
名
（
敬
称
略
）

役

職
　

氏
　

名
　
　

在
職

部

長

小

鳥

璽

一
　
2
6年

″
　

小

林

憲
　
一
　
2
6年

副
部
鎚

夜

澤

庄
太
郎
1
8
年

″
　

高

野

繁

治
1
6
年
Ｈ
月

班

艮

宍

．尸

昭
　
一
　
罸
年

″
　

鈴

木

富

男
2
1
年

団

員

宍

戸

勝

憲
1
7
年

″
　

鈴

木

英

夫
1
6
年

″
　

村

上

昭
　
一
　
1
5年

″
　

高

橋

芳

美
1
4
年

″
　

松

浦

重

夫

８
年

″
　

菅

野

良

明

３
年

″
　

佐

藤

浩

司

２
年
1
0月

″
　

佐

藤
　
　

勇

２
年

新

入
団

員

名
（
敬
称
略
）

所

属
　
　
　

氏
　
　

名

第
．
分
団
　

後

藤

克

利

″
　
　

佐

藤

政

浩

″
　
　

赤

坂

正

行

第
二
分
団
　

野

村

政

晴

第
一二
分
団
　

佐

藤
　
　

智

第
四
分
団
　

鈴

木

秀

堆

第
五
分
団
　

斎

藤
　
一
　
男

″
　
　

中

山

宗

隆

農
業
委
員
に
佐
藤
端
雄
氏

閥
見
町
農
業
委
員
会
委
員
に
、
新
た

に
佐
藤
端
雄
さ
ん
（
石
毋
田
字
肢
ノ
町

六
一

五
）
が
繰
上
げ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
に
前
委
員
の
松
田
和
夫
さ
ん
が

辞
任
し
た
の
を
受
け
て
、
四
月
五
日
開

催
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
会
に
お
い

て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
委
員
の
任

期
は
平
成
十
二
年
四
月
五
日
か
ら
十
四

年
七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

農
業
委
員
会
委
貝
の
選
挙
に
お
い
て
、

法
定
得
票
数
を
得
て
い
れ
ば
そ
の
期
間

中
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
繰
上
げ
肖

選
と
な
り
ま
す
。

教え子に見送られて
３月31 日各学校では慶任式が行われ、雁任

する 先生方を見送り まし た。校舎前で児重た

ちは 、花東や手紙を手に先生とのお別れです。

先生も 教え子一人ひとりに言葉をかけては、

思い出を 心に刻み学校を後にし まし た。

教職員人事異動

字 校名
転　入　－ 転　出

職 名 氏　 名 前 任 校 皿 名 氏　 各 断 任 校

小表 校 校長 八屬 専一 ２子山中事硬 皿長 野崎 修司 業念,敦冐蓼稠隔

藤田小字校 瘋こ　遶 保尽小事校 世瀾 零雄 Ⅱ 小 学 ｡校

霏 謫 佐暑 を゙ Lj丹生xyyJl 敕・ 罵巉 明子 伊暑小学校

會圧久芙了 奪自亟字喰 佐蕁 岶子 石田小字収

主衰 幃ｉ 皀子 亠角生 学 校 全 貴 嵋内 玲子 月舘p7咬

蝨江鬱小7校 教 鑰 幗山 農孑 日根小事咬 敦 陂 耳野　贊 耄僑中学皎

佐蕀 裕昭 槽喬男三小学校 阿部 Ｃ實 彫1小7餃
大木戸小学校 校長 八媛　盛 棺双奴ｌ事務所 喰 風 渥遷 濔● 一 一

霞 皿 悟価　飄・多力糲こ小 取 諭 襴田 律子 粱JSI小字校

県t9学校 囂 瞶 鈴亰 紹夾 梁川中学校 敦 彌 罵珊 忠昭 早野4x字皎

畋昧 霆暃 昊紀 下参中学校 教 朏 矢尺京子 樞鳥惆婁7校

町狩 皃也 いりき斡中事奴 佐々木 遡 県文化センター

１・ 曙笂 新　 匠 講 峰 瀘ﾘg昊Ｘ 画　鼈

又檣秀劫 倡陵ｑ咋

阿部 格好 曷再男二中学校

新
教
育
長
に
吉
田
孝
夫
氏

国
見
町
教
育
長
に
古
田
孝
夫
前
総
務
課
長
が
四
月
一

日
付
、
就
任
し
ま
し
た
。
古
田
新
教
育
長
は
昭
和
十
九

年
生
ま
れ
の
五
卜
六
厳
。
昭
和
四
十
五
年
に
国
兄
町
職

員
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
議
会
事
務
局
畏
。
農
林
課
畏
、

総
務
課
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

齊
藤
久
教
育
長
が
退
任

前
教
宵
長
の
齊
藤
久
さ
ん
が

三
月
三
十
一
日
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
六
年
四
月
に
教
育
長

に
就
任
、
二
期
六
年
間
に
わ
た

り
町
教
育
行
政
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

町
職
員
退
職
（
　
）
内
は
旧
任

古
田

孝
夫
（
総
務
課
長
）

高
橋

正
夫
（
生
涯
学
習
課
長
兼
公
民
館
長
）

木
口
　

絹
子
（
藤
田
保
青
所
長
）

圃
中

隅
’ｒ

（
藤
田
幼
稚
園
・
専
門
教
諭
）

後
藤
加
代
子
（
藤
田
保
育
所
・
主
任
保
母
）

吉
田
　

邦
子
（
藤
田
保
育
所
・
主
任
保
母
）



国 見 町 職 員 組 織 表
平成12年４月１日現在

町 長 富永 武夫　　 助 役 大波 健　　 収入役 佐野 貞治　　 教育長 吉田 孝夫

踝　　 名 ��課　 長 �課長禰佐 � 係　 名 �．係　 長 � 係

総 務 課 ��佐竹 弘治 �安藤 侶男 �

庶 務 係

財 政 係
文晝広報係 �(

兼)安藤信男

佐躡 政弘

吾妻 正子 �

武田慶子 偉蕗克成 大勝哢美
斎藤隆穀
安藤充輝 大竹由樹
羽根丿羊－

企画商工課 ��高橋 弘信 �阿部　 正 �
企匳満工係

蘯土謌査係 �
菊地 弘美(
兼)阿部 正 �

阿部正一 渋谷康弘 黒沢敦子

半渾一隆 斎藤雅歌 村上正幸

税 務 課 ��佐藤 則雄 �渡辺アヤ子 �
課 税 係
固定資産係

収 納 係 �(

兼)渡週アヤ子
佐藤 和夫　

武田　 智 �

大勝宏二 石澤 廣 黒田典子
安藤幸江 中山ミエ子

佐藤温史

住 民 課 ��佐藤 幸子 �渋谷 和洋 �

戸籍住民係

生活環境係

年 金 係 �

後藤 浩子(
兼)渋谷和洋

武田 友江 �

大津香織 冥沢哭代子

阿部善徳

霤野好洋

保健福祉課 ��須田 善治 ��

福 祉 係

在宅 保 健
福祉班

保健増進係
国 保 係 �　

佐藷 弘利

介謳支援専門員
菅原 文子
課長東拐　

佐 藤 孝 �

中田利枝 武用iF裕 斎藤忠一

菊地祐一 野村康宏
飯沼 正

蓬田恭子 松涌昭一 佐藤 薫 西田晃子
谷津美代子 武田京子

�介護
保 険

推進班 �　

班 長(
煎)須田善治 ���　　

副班長(
兼)仭蒔弘利(

兼) 佐 藤 孝 �

班 員(
兼)菅原文子( 兼)渡涜アヤ子( 兼)武田 髫(

兼)武田友江( 兼)後藤浩子

保 育 所 ��古川 比司 ����
倉田由美子 吉田和子 菊地啓子

菊池伸江 竹中友美 吉田めぐみ

霞 林 課 ��吉田 吉夫 ��
農林振興係

晨 地 係 �

菅野 信朗(

吉田貞男) �

菊地富子 吉田義勝 佐藤智昭 佐藤智宏　(

菊地軽子)

農村整傭課 ��後藤 澄雄 ��
農地整備係

農村整備係 �

蓬田 英右

村上 健一 �

佐久間 正 中野敬一
村上幸平 鴫原貫史 吾妻健一

建 設 課 ��菊地 孝古 �八巻 忠曩 �
建 股 係

維持管理係 �

遠藤 喜正(
兼)八巻忠義 �

鈴木哲也 鑓水電一 佐藤貴丿告
谷津富夫

都市整傭課 ��吉田 俊江 �安田 博三 �
都市整備係
下 水 道 係 �　

佐野 功(
兼)安田博三 �

松野雪子 中皹伸喜
宍戸浩寿 渡邊和巳 実沢隆之

農築委員会　
串務局 ��

吉田 貞男(
善贍地係) ����

菊地軽子（兼農地係）

会 計 室 ���興山 隆夫 �出 納 係 �(兼)奥山陽夫 �八巻美枝子

議会事務局 ��八鳥 英雄 ����松田きよ江

水 道 課 ��小野 智嚢 ��水 道 係 � 八巻 秋夫 �
佐藤光男 赤坂 蒼
大波サト子

教

膏

委

員

会 �

学校教育課 �　
次長

吉田 輝雄 ��
学校教育係 � 羽根田孝司 �佐藤光男

�生涯学習課
公 民 館 �武

田 幹夫 ��

慨　　 理｡9.1

生麌学習係
文化振興係 �

引地　 真

引地 由則

小西 春彦 �

小野笑子 榊 英則(

兼)飯沼 正
東海林八重子
八島 章

�給食センター�(兼)吉田輝雄 ����小池芳男

�藤田幼稚園 ����斎藤アィ子 �阿部正子 田村由起子

�森江野幼稚瀰 ����紺野かず子

�県北中学校 �����和亰・ 久夫



保 健 だ よ り

Ｊ'
－　　　 ・　 ● ‾ ミ　　　　 ｆ ‾ ミ

ｌ ・ 福 祉 課l 保 皿 増 進 係  館 (  5  )  27  .

すすんで受けよう

結核検診・

基本健康診査
〈とき〉　5  / 1 5～19 、5 ／22 ～26 までの10 日間

対　　 象　　 者 � 料　　　 金

1･^` 41･･ �

結核検診 �
満16 歳以上すべての町内居住者　(

昭和60 年４月１日以前に生 まれの方) �
無 料 �国民健康保険に加入されて

いる方は無料となりま
すので、保険証を持参し
てください，又、70康以
上の方、住民税非課税世
帯、生・ 保護世帯の方も
無料となりますので、受
付に申し出てください。

�基本診査 �昭和36 年４月１日以前に生 まれの方 �800 円

〔新規〕肝炎検査 ��40歳～69 歳までの希望者 �600 円

〔新規〕前立腺がん検査 ��50畿～69 鮫までの希望男性 �400 円 ’

●町の検診を希望している方には。後日、受診票と一緒にチラシでお知らせいたします。

育　児　教　室
該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 塲

平成11年11月～　　　
平成11年12月生まれの乳児 �

６月14日(水) � 午後１時30分～午後２眄 �
観月台文化センター

第１和室

（おかあさんへ） ☆身長・体埀測定、離乳食、栄髪指導などについて ☆母子手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成12年２月生まれ）

・９か月児（平成11 年８月生まれ） �
６月22日(木) � 午後１眄30分～午後２時 � 観

月台文化センター

第１和室

〈健診内容〉 ☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて　☆母子手帳を忘れずに！

１　歳　 ６　ヶ　月　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成10年10月～　　　

平成10年12月生まれの幼児 �
６月29日(木) � 午後１時30分～午後２時 � 観

月台文化センター

大研修室

（健診内容〉☆内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、牛活保健指尋、身長・体重測定行います。

☆£両1判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、気軽に相談ください。

☆母子手帳と１歳６ヶ児健康診査表（必要盜晒を記入）を忘れずに！

食生活改善推進員養成講座
受 講 生 募 集

受講期間　平成12 年度～13 年度の２年間
月１回

募集人数　３０名
内　　 容　 健康づくりに関 する全般的な 講義及び実習

申込方法　 保健福祉課へ電話で申し込んで下さい 。

申込締 切　５月１９日淦）

ミレニアムである2000 年。 偉康について一緒に考えてみ

ませんか？

当町では 、健康づくりの基本である栄曩 、運動 、休養の在

り方や生活習慣病の基礎畑識略について学習し 、自ら が地餓

で実践するボランティア精神あふれる方を募集し ます。



国保税の納期が変わります
40～64歳の国保加入者は

介護保険料もいっしょに

平

成
り一
年
度
よ

り

、
岡
民

健

康
保
険

税
の

納
期

が
４

回
か

ら
８

回
に
変

わ
り

、
下
表

の

と

お
り
７
月

か

ら
２
月

ま
で

毎
月

納
付

い
た

だ
き

ま
す

。

介

護

保
険
制

度
の
実

施

に
よ
り

、
国
民

健

康

保
険
に

加
入
し

て

い
る
４０

歳

か
ら
６４

歳
ま

で
の

方
は

、
介

護
保
険

料
も

合
わ
せ

て
国

保

税
と

し
て

徴
収
す

る

た
め
で

、
納

期
を
増

や

し

。
毎
月

の
負

担
を
軽

減
、

均
等

化
し

、
納

付
し

や
す

く
す

る
も

の
で
す

。

な

お
、

介
護

保
険

料
を
含

め
、

岡
保

税
の

課
税

額
は

、
所
得

割

、
資

産
割

。
被
保
険

者

均
等

割
額

お
よ

び
皀
帯

別
平

等
割

額
を

も
っ

て

算
定
さ

れ
ま
す

。
１９一
年
度

分
の

課
税
額

は

６
月

定
例

謡
会

に
お

い
て

算
定
の

基
礎

が
決

定
さ

れ
ま

す
。

国保税の納付期限

12年度より 改 正 前

第１閘 ７月31日 ４月30日

第２期 ８月31日 ８月31日

第３朋 ９月a)日 10月31日

第４閘 10月31日 12月25日

第5 期 11月l)日

第6 期 12月25日

第7 期 １月31日

第8 期 2月末日

年齢に応じてこうなります。

4０歳未満の方

医療分として国保

の保険税を納付

医
療
分

国保の

保険税

介護分の負廻は
ありません。

4０～６４歳の方

医療分と介護分の
合計額を国保の保

険税として納付

医
療
分

介
護
分

合
　

計
　

額

国
保
の
保
険
税

社会保険など国保以
外の医療保険に加入

している方は医療保

険といっしょに納め

ます。

６５歳以 上の方

医療分と介護分は
別々に納付

医
療
分

介
護
分

国保の

保険税

介 護

保険料

◇ 老 齢年 金等 が 月 額15.

０００円ｌ』卜の方

年 金 支給 畸 に天 引 き

さ れます．

( た だ し １２ 年 度 は10

月より)

◇ 老魯 年 金等 が 月 額

１５,０００円 に満 たな

い方

毎年７月～２月までの

８回で司 へ納めます.

【た だし ．１２年度は10

月より５回】

納税は

便利で確実な口座振替を

ご利用ください

治問い合わｾﾞ

陬務課課税礪

585  ｰ  2  れ

くにみの

民話かる

た

まち再

発見

こ
れ
は
山
崎
の
古
老
か
ら
聞

い
た
狐
に
化
か
さ
れ
た
話

す
こ
し
む
か
し
、
ま
だ
半
田

銀
山
で
銀
を
掘
っ
て
い
た
頃
、

こ
の
辺
り
の
農
家
で
も
副
業
で

銀
山
に
働
き
に
た
く
さ
ん
の
人

連
が
行
っ
て

い
た
そ
う
で
、
夜

の
番
畫
の
番
の
交
代
制
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、
ソ
バ
の
花
の
盛
り
の

頃
、
あ
る
人
が
夜
の
番
が
あ
け

て
坑
内
か
ら
出
た
は
ず
な
の
に

家
に
帰
っ
て
こ
な
い
。
心
配
し

て
探
し
に
行
く
と
、
何
と
、
山

の
ソ
バ
畑
の
巾
で
「
深
い
深
い
」

と
ま
る
で
川
の
中
に
で
も
い
る

よ
う
な
か
っ
こ
う
で
漕
い
で
歩

っ
て
い
る
。
驚
い
て
、
名
前
を

呼
ん
で
も
聞
こ
え
な
い
様
了
。

今
度
は
、
畑
を
上
が
っ
た
り
下

が
っ
た
り
、
遊
郭
に
で
も
行
っ

て
遊
ん
で
る
気
分
ら
し
く
、
し

な
し
な
し
て
歌
な
ぞ
歌
っ
た
り

し
て
い
る
。
さ
あ
こ
れ
は
き
っ

と
狐
に
化
か
さ
れ
て
る
に
違
い

ね
え
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

狐
、
追
い
出
さ
ね
ば
と
、
鐘
や

太
鼓
で
近
所
の
人
も
一
緒
に
叩

い
た
が
、

。
向
狐
も
出
て
こ
な

け
れ
ば
、
そ
の
人
正
気
が
戻
る

訳
で
も
な
い
。
困
り
果
て
て
い

る
と
『
メ
ツ
ケ
』
と
い
う
利
口

な
犬
が
。
ソ
バ
畑
を
馳
け

魎
リ

は
じ
め
、
あ
っ
と
い
う
間

に
狐

を
狩
り
出
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

と
、
そ
の
人
も
正
気
に
帰
っ
た

そ
う
で
、
そ
の
利
口
な
犬
は
、

話
者
の
御
先
祖
様
の
犬
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

そ
ば
畑

川
に
見
さ
せ
る

古
狐



インフォメーション

ふるさと百景写真展

及び写真教室
東北1?市町利で構成する「ふくしま拠点づくりまち

づくり協議会」では．以前に募集した「ふるさと百儂

写真コンテスト」の入選作品の展示を行います．また．

写真家小禦澄夫氏による写爽教窒を開催しまｉ 。

|写真展l

●日眄…６月８日休卜11 日９ 午荊９聘～午後８眄

●場所…鰛ａテルサ４階ギャラリー（入場無料）

|写真敦室 】

●日畤･･･６月10日丗午後１聘30分～午後3BI

･･場所･･･椙霸テルサ３階「あぷくま」

●内容･･･小攅澄夫氏を誦師に「日本人の心と原風景」

とのテーマによる写責教謇

●応募方法…参加料は無涓ですが．亭荊に申し込みが

必璽で１．希望者は往復はがき（１枚に

つき２名まで）住所．氏名等を記皿し５

月22日まで次へ送付のこと

★ 舁集・問い合わせ先

？960－B601 智島而役所企疆調整課内

ふくしま拠点まちづくり協諞会「写真叙室」係

f?21  ｰ  12

募
　
集

国
家
公
務
員

採
用
試
験

人
事
院
で
は
、
大
学
卒
業
程

度
の
Ｉ
種
、
ｎ

種
献
験

と
、
商

校
卒
業
程
度
の
Ⅲ

種
試
験
な
ど

の
国
家
公
務
八
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

【
Ｉ
・
ｎ

種
試
験
】
▼
受
験
資

格
…
◇
Ｉ
種
・：
昭
和
四
十
二
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
者
◇
ｎ

稙

…
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日

か

ら
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
生

ま
れ
の
者

▼
受
付
期
限
・：
五
月

十
一
日
（
木
）
ま
で
【
Ⅲ
積
試

験
一

▼
受
験
資
格
◇
行
政
・：
昭

和
五
卜
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
八
年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
者
◇

郵
政
…
昭
和
五
十
年

四

月
二
日

か
ら
昭
和
五
ｔ

八
年

四

月
一
口
生
ま
れ
の
者
◇
税
務
・：

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
者
▼
受
付
期
間
・：
六
月

二

ト

ー
日
（
水

）
か
ら
二
十
八
日

（
水
）
ま
で

★
こ
こ
に
記
載
し
た
も
の
国
家

公
務
員
採
用
献
験
の
抜
粋
で
す
．

献
験
職
種
や
申
込
用
紙
の
請
求
、

受
験
資
格
等

の
詳
し

い
内
容
に

つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
．

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

｀
1
0
2
2（
２
２
１
）
2
0
2
2

詠
進
歌

お
題

は
「
草

」

平
成
十
三
年
歌
会
始
の
詠
進

歌
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
…
◇

『
孳
』
を
詠

み
込

ん
だ
自
作
の
短
歌
で
、
一

人
一
首
、
未
允
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
「
草
」
又
は

『
く
さ
』

の
文
字
が
読
み
込
ま
れ
て
い
れ

ば
良
く
、
『
圦
木
』
や

『
牧
孳
』

の
よ

う
に

『
草
』
の
入
っ
た
熟

齷
を
使
川
し
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
歌
の
中
に

『
草
』

の
字
が
な
く
て
も
。
よ
も
ぎ
、

す
み
れ
の
よ
う
に
佃
々
の
草
又

は
草
花
の
名
が
競
み
込
ま
れ
て

い
れ
ば
結
桝
で
す
。
◇
作
品
は
、

半
紙
（
和
紙
）
に
毛
筆
で
自
書

し
て
く
だ
さ
い
◇
命
式
は
、
半

紙
を
横
長

に
し
て
右
半
分
に
お

題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番

号
、
住
所
。
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

生
年
月
口
、
職
業
を
縦
轡
き
し

て
く
だ
さ
い
◇
郵
送
の
際
は
、

封
簡
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
▼
応
募
期
間
・：

九
月
三
十
日
ま
で
（
当
日
澗
印

有
効
）

▼
送
付
先
…
〒
１
０
０
－
8
1
1
1

宮
内
庁

は
じ
め
よ
う
生
活
設
計

通
信
講
座
受
講
生
募
集

貯
蓄
広
報
巾
央
委
員
会
と
福

鳥
県
貯
蓄
広
報
委
員
会
で
は
皆

さ
ん
が
生
活
設
計
を
立
て
る
際

の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、

初
心

者

を
対
象
と
し
た
通
侶
講
座
を

開
股
し
ま
す
。
受
騎
科
は
無
料

で
す
の
で
、
是
非
ご
応
募
下
さ

い
。

▼

期

間
・：
平

成
4
.
二

年
七
月

か
ら
十
二
月
▼
申
込
方
法
…
五

月
十
日
ま
で
に
官
製
は
が
き
に

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
、
職
業
を
明
記
の
上
ご
Ｔ
Ｉ

０
３
‐
８
６
６
０
　
Ｒ
本
銀
行

愉
報
サ
ー
ビ
ス
局
内
貯
蓄
広
報

中
央
委
八
会
『
通
信
講
座
』
係

宛
に
送
付
す
る
こ
と
▼
募
集
人

員
…
福
励
県
在
住
の
方
五
十
名

★

問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
貯
蓄
広
報
委
員
会

ｇ
５
２
－
1
7
1
8
0

西

分

署

だ

よ

り

山
火
事
防
止
月
間

四
月
十
日
～
五
月
九
日

「
守
ろ
う
よ
地
球
の
緑
を

火
の
手

か
ら
」

山
火
串
防
止
に
つ

い
て
。
四
月
十
日

か
ら
五
月
九
日
ま
で
の
一

ヶ
月
間
を
『
山
火
串
防
止
月
間
』
と
定
め
て
防
止
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

こ
の
遥
動
は
広
く
町
艮
の
皆
様
に
山
火
嚊
防
止
意
識
の
啓
発
を

図
る
と
と
も
に
、
予
防
対
策
を
強
化
し
、
森
林
の
保
全
と
地
域
の

安
企
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
呶
’

に
注
意
し
、
山
火
事
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

○
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
鳩
所
で
は
。
た
き
火

を
し
な
い
。

○
強
風
の
と
き
や
乾
燥
時
に
は
。
た
き
火
や
火
入
れ
は
し
な
い

○
タ
バ
コ
の
吸

い
が
ら
は
、
必
ず
消
火
す
る
と
と
も
に
、
投
捨
て

は
し
な
い

○
火
遊
び
は
し
な
い

○
火
入
れ
の
肝
可
は
必
ず
う
け
る
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｇ
（
５
８
２
）
3
1
9
0



年金ガイド

学生納付特例制度
学生納付特例 制度が４ 月スタートしました。この

制度は届出（申請）をして承認を受 ければ、在学期

間中の保険料 が後払い できる仕組みです。

手続 きさえすれば「もしも」のとき安 心です。

学生のみなさん

自分のことは
自分で届けましょう

対 象 者

大学や各種学校等に

在学する学生であっ

て、学生本人の前年

度所得が68万円以下

であるとき。 し､。

詳しくは　住民課年金係へ585   ー217

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
る
と

①
特
例
期
間
中
の
障
害
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

に
は
、
満
額
の
障
害
基
礎
年
金
が
保
障
さ
れ

ま
す
。

②
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

要
件
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
1
0年
以
内
に
保
険
料
を

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
し
た
ら

忘
れ
ず
に
追
納
し
て
下

さ
い
。

お
知
ら
せ

憲

法

週

間

記

念

無

料

法

律

相

談

五
月
一
。一
日
は

『
憲
法
記
念
の

日
』
で
す
。
日
本

国
憲
法
の
施

行
を
記
念
し
、
国
の
成
長
を
期

す
る
こ
の
日
を
中

心
に
、
五
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
岡

を
憲
法
週
閥
と
し
、
弁
護
士
会
、

法
律
扶
助
協
会
の
主
催
に
よ
る

無
料
法
律
相
蔽
会

を
開
催
し
ま

す
。

▼
日

時
：
一
五
月

十
一

日

（
木

）
午
前
十
時
か
ら
午
餓
三

時
ま
で

▼
場
所
・；
福
島
地
方
裁

判
所
弁
護
士
控
室
▼
内
容
…
法

律
全
般
か
ら
子
供
こ
と
に
つ
い

て
の
相
談
も
行
い
ま
す
．

★
問
い
合
わ
せ

柵
島
県
弁
護
士
会

豐
５
３
４
－
2
3
3

４

公
開
し
ま
す

ロ

ケ
ッ
ト
開
発
技
術

科
学
技
術
週
閥
に
合
わ
せ
、

角
田
ロ
ケ
ッ
ト
開
兇

セ
ン
タ
ー

と
航
空
宇
宙
技
術
研

究
所
で
は
、

施
設
の
一
般
公
開
を
し
ま
す
。

▼
日
時
…
四
月
二
十
三
日
（
日
）

午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
半
ま

で
▼
場
所
…
角
田
ロ
ケ
ッ
ト
開

発
セ
ン
タ
ー

。
航
空
宇
宙
技
術

研
究
所
『

角
田
宇
宙
推
進
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
…
展
示
．

開
発
試
験
設
備
公
開
．
ビ
デ
オ

上
映
、
各
種
イ

ベ
ン
ト

★
問
い
合
わ
せ

角
田
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
セ
ン
タ
ー
g
0
2
2
4

（
６
８
）
3
2
1
1

航
空
宇
宙
技
術
研
究
所

g
0
2
2
4

（
６
８
）
3
1
1
1

人
口
動
態
職
業
・
産
巣
調
査

届
出
に
職
業
を
記
入
く
だ
さ
い

厚
生
省
で
は
出
生
や
死
亡
、

嫡
姻
な
ど
に
よ
る
各
届
出
を
も

と
に
人
口
助
態
調
査
を
実
施
し

し
て
い
ま
す
．
囚
勢
澗
査
が
実

施
さ
れ
る
今
年
度
は
、
職
業
の

記
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
呎
貶
な
統
計
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ

い
。
▼
調
査
期

間
・‐・
平
成
十
三
年
Ξ
月
三
十
一

日
ま

で

▼
調
査
対

象

者
・：
出

生
・
死
亡

・
婚
姻
・
離
婚
届
を

出
さ
れ
る
方

々
▼
調
査
方
法
・：

届
出
古
を
出
さ
れ
る
と
き
に
。

事
務
職
や
専
門
・
技
術
職
と
い

っ
た
職
業
を
、
ま
た
、
死
亡
届

に
つ
い
て
は
産
業
区
分
も
紀
入

い
た
だ
き
ま
す
。
★
不
明
な
点

は
住
民
課
戸
篇
住
民
係
窓
口
で

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

北
山
組
合
よ
り

お
知
ら
せ

国
見
町
桑
折
町
有
北
山
組
合

で
は
ご

二
月
三
十
日
議
会
を
閧

催
し
、
平
成
十
二
年
度
予
算
な

ど
。
三
件
の
議
案
を
議
決
し
ま

し
た
。
ｔ
二
年
度
予
算
額
は
四

百
四
十
万

円
千
円
（
対
前
年
度

比
六
・
一
％
増
）
と
な
り
、
歳

出
の
内

訳
は
、
組
合
所
有
山
林

の
維
持
管
理
経
費
と
、
緑
資
源

公
団
か
ら
の
受
託
亊
業
費
を
叶

上
し
て

お
り
ま
す
。
歳
入
は
国

兄
・
桑
折
両
町

か
ら
の
分
担
金

と
、
公
団
か
ら
の
事
業
収
入
が

主
な
も
の
で
す
。

北
山
組
合
は
明
治
四
十
年
に

設
立
さ
れ
た
一
郎
事
務
組
合
で
。

山
林
五
一
五
・
八
Ｍ
『
内
訳

緑
資
源
公
団
竹
と
の
分
収
林
三

七
七
・
五

』
。
直
営
林
一
三

八
・

Ξ
㎞
）
の
維
持
管
理
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

結
婚
お
め
で
と
う

氏

田

皿

行

ご

・

甼

恭

子

。
‘
｛

板

柵

｝

廣

居

亮
ｊ

・

林

美

賢

子

″
‘
（
第

３

）

誕

生

お

め
で

と

う

お

子

さ

｀
　

憚

瞶

奮

松

浦

文
ｙ

脣

气

春

江

。
冫

人

木

戸

）

大

竹

輿

醤

ダ

宏

紀

。
‘
・
恵

美

。
‘｛

寫

町

！

斎

藤

哭

依

余

、。
‘

博

川

ぐ

麻

衣

子

。
‘

肓

町

さ

宍

戸

純

希
ｙ

吶

寿

。
‘
・
英

子

。
‘

（

石

毋

川

北

）

｀
蝉

榛
躅

’
‘

車

弘

。
‘
・
美

枝

子

。
Σ

滝

山
一

佐

肺

火

来

、・
‘

忠

。
气

久

仁

子

。
Σ

集

に

）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

高

柵

昭
子

。
‘

７３
　
　

｛

第

Ｈ

｝

瀬

戸

亀

二

。
‘

釦
　

（

中

部

）

（

鳥

冪

藏

。
‘

８２
　

（

山

崎

北

）

凧

田

春

男

。
‘
5
9
　
　

（

卵
1
2
）

佐

久

間
次

雄

。
‘

７６
　
　

｛

第
一

｝

酒

井

邦

雄

。
‘

４９
　
　

（

高

城

）

青

野

よ
し

子

″
４

５１
　

（

内

谷

柬

）

安
東

富

記

。
‘

７９
　
　

（

山

根

）

渋

谷

主

一
郎

。
‘
7
5
　

（

光

明

寺

）

無

坂

イ
ワ

。
‘
9
1
　

（

内

谷

東

）

｛

３

月

加

口

届

出

分

ま

で

｝

５月の心配ごと相談

８日哨| 齔坦 文人,４

松浦ひろ子14

日  村  上  食正,４

６沖 智恵･4

2S日休1 幡● 正雄,4

山崎 ヤイ･4

°場所 役場（２階）帽鷸憲

●畤間 午 満 9  畴～IE乍

人口と世帯

人口３月 １日現在
男　5.425 人7  )
女　5.853 人(　 Ｏ)
計11. ２７８人7  )

出生 ３人 死亡13 人

転入 １７人 転出14 人

丗 寡
3  靆 49  世 帯 ( キ ２）

｢あつかし夕市｣開店です
卜 今年も．農家の方々が作った新鮮で安全な野粟や果物を廈

捩販売する.「あうかし･19市｣万が麗店し事した.-４月がら11月ﾉ

までの第２と第４火繼日ご午後４聘30分より5  時 間分まで.:JA

伊違みらい国見Ａコープ店前で聞かれま亨冫 どうぞご利

用く ださい．　　　　　　　　　　　　　　
…

…，

･問い合わせ 農林踝農林振興課 ？?585－2989



生 涯 学 習
つ

う し ん

‥:国見町教育委員会生涯学習諢
,(観月台文化センター)‥

(  5  )  祐二FAX ( 5 ) 2

少年仲間づくり教室

ボランティア募集
小学生と楽しく活動してみませんか

国 見町 内の小 学生４・５・６年生

を対 象にし た「少年仲閧づくり教室」

の ボランティアを募集します。ぜひ 、

ご応 募く ださい。

募集対象 国見町在住の高校生又は大学生で健康に自信のある方

専集人員　２名

活動内容 レクレーション、キャンプ、登山、ニュースポーツ、

創作活動の裲助

活 動 日 おもに鋼２土曜日(キャンプは､夏休みに実施します)

応募方法 国見町教育委貝会 生涯学習課まで、直接お電話くだ

さい。

国見町観月台文化センター内 眥585－2676

応募締切　４月25日(火)まで

問い合わせ 詳しいことは、生涯学習課生涯学習係までお尋ねく

ださい。

忘
れ
な
い
で

加
入
し
ま
し
ょ
う

～
ス
ポ

ー
ツ
安
全
保
険
～

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
等

を
行
う
五
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対

象
と
し
て
、
往
復
途
ｈ

も
合
め
た
グ

ル
ー
プ
活
助
中
の
偶
宵
事
故
お
よ
び

賠
償
責
任
を
負
う
事
故
を
補
償
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
心
臓
マ
ヒ
な
ど

の
突
然
死
に
対
し
て
共
済
見
舞
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
万
一
の
事
故
に
備
え
て

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

ま
し
よ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
体
育
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

体
験
く
だ
さ
い
‘

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー

の
利
用
の
仕
方

出
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受

付
簿
に
記
入
の
上
申
込
み
く
だ
さ

い
。

圍
利
用
時
間
は
、
１
回
3
0分
以
内
で

利
用
料
は
1
0
0

円
で
す
。
受
付

窓
口
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

朗
係
員
が
回
線
接
続
を
し
ま
す
。

倒
利
川
時
問
帯
は
、
９
時
か
ら
1
7時

（
土
。
日
、
祝
祭
日
、
休
館
日
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

※
利
用
で
き
る
の
は
、
圃
見
町
内
在

住
在
勤
の
方
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
係
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

団 員 募 集

国見町柔道スボーツ少年団

練習日時･･･毎週矢･ 金蚰日　 丿 跏　　 卦

小学生は午後7 昭
二i'

時、　
ブy

1　　 中心生以上､よ午4 蕕 ～９畤li

練ｌｌ 所
７･１ 月1

逼 亠 ジ
ター体

。　 響

':　　｡　　1 141　　　　1　　･li申 込 み ･ 問い合4鈿･ ぶ父甼会凖務局斎藤博 と

J蓆ｙ:=氏練習日に体育鵯にj13いでくださしy

剣道スポーツ少年団

練習日鷺･毎週月？・ｓＪ 冒 謚a籘

4
．
Ｊ 謡; 巛 ‰; 亠７

で詰;:; 昌; 昌 広 言

新しい本が届きました 文化 センター図書室

【斗 般 図 ● 】１

●牧野楊砲簪朧の腿　　　　 ｛僂もヨ
●睾族たちの甓i代　　　　 （j蔓見雅男3
●魯に通ず　　　　　　 （石川九榴l
●蕩ちこぱれエベレスト　　　 【野口健】
●臘蕩の畸羂よ・` F　　　 【山本善明】
●嶬月　　　　　　　 （曙蠅秀樹3
●パナマの仕立屋　 （ジョン・ル・カレ3
●６生　　　　　　　 （貫弁●翻

●父　　　　　　　　 （小林恭二）
●サイレント ーが一デン　　　 （眞満襴）

胱 ●閲書】

・たねいっぱいわらったね　 （五●腫旻子〉

●セイリIX 床万スーパームーン （罵橋幽為子）

・日本をあるいて絵かきになるんだ（罠迴敏曙）

・いたずらうさぎチユ○－チユ

（たじまゆきひこ）

●ひがんばなのひみつ　　 くかこさとし）

●澹トカル王の杖　　　　　g エルジエ】

●ハロウ･1－ン のおぱ け繼載

(ジョン ・エイジーl

●キラー －キャットのホラーな一週胄

(アン ・ファイン1

・ マックスの泥褸億實　　　　 く蕎●坏l

・ｌ んとにほんとにほしいもの

Cペラ・Ｂ・ウ４リアムズ|

喩貸出し圓 は 5 圖以内．颶胃は２画闢以内で

す．

賣返すときは、讎録軈号 を ■ き ､ 塵童ガウン

ター|こ・ 返しくださ い．



教室生･学級生募集

申し込みは生涯学習係まで

･585 ｰ  2676

子育て教室

幼児教育の基本と心桐え ．しつけ．絵本や皿話の

攅び方 ．食事や健康・ 禰などについて学習します．

一対象･･･平成8年4 月から平成11 年3 月までに生まれ

た幼児を携つ父母や祖父母

･期間･･･5月～3 月（月3ｕ 程度）

･費用…年間2000 円（幼児一人・おやつ代）

･寥 ●…20 人程度

･締切…4月24 日（月）

成人学級

一般教養．見学学習.  時 事 周 盟、健康づ＜リ等を

通し て、自己を高め仲岡づくりに努めます．

対象･･･町内在住の20 蝮～60 歳代の男女

期闢…5月～2月

時間…午後IE笥半～3曷 半

贄用…年間108 円

繹切…4 月24 日 (月）

くにみ女性教室

健康曾理や新 事 問 題 . 趣味，料理，グループ活励

を油して。女性が心且かに生きるための学習を行な

います。

対象…网内在住の20 蔵～60 康代の女性

期間,･-5月～3月

BI閾…午前99a 半～11 聘半

費用…年岡500 円

耨切…4月28 日（金）

'パソコン教室･

★喪計算（エクセル） 初級～中級程度

◇5月講座　15  日､17 日團､19 日剛､22 日.24 日團

◇６月講座　19 日卯､21 日團､23 日僮）､26日卯､28 日團

◇7月講座　10 日卸ｊ２日團､14 日面､17 日即j9 日（扣

●定 員…各講座11 名（定目になりしだい締切）

・場 所…観月台文化センター

・時 間･‥午後６時～８眄

・講 師･‥中村勉先生ほか
・受馬料…3000 円

（ﾗlキスト．フロッピーディスク代を含む）

阿津賀志学級

心豊かな日々を送るために．長耨社会に適応した

一趙敦養や健●腎 理.l!1政 ．皐花栽烟、交通教室．

グループ活動など樋広い学習を行ない ま１ ．

対象 一一一町内 在 住概 ね65 癨 以上 の 男女

期 間…5 月～2 月 （年間40 回 ）

時 岡‥･午 前9 時～11 吋半

費用 … 年問 皿 円

イ
ン
ド
ア

テ
ニ
ス
大
会

第

三
回
国

見
町

イ

ン
ド
ア

テ

ニ
ス

大
会

は
、

三
月

五
日

に
国
兄

町

グ
リ

ー
ン

ア
リ

ー
ナ
９

２
３

で

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

本

人
会

は
郡

内
の

テ

ニ
ス

ク
ラ

ブ

員

。
愛
好

者
が

集
ま

り
、

男
女

三
十

六

ペ
ア

、
七
十
一
。‘人

が
参

加
し

ま
し

た

。参
加

し
た

選
手

は
、

日
頃

の
練
習

の

成
果

を
十

分
に

発
押

し
熱

戦
を
繰

り

広
げ

ま
し

た
。

な

お
成
紋

は
次

の
と

お
り
で

す
。

◇
女
子
の
部

第
三
位

吉
田
・
高
欄
ペ
ア

ハ
島
・
三
浦
ペ
ア

うつくしま 県民の翼 団員募集

福島県では、福島県青少年等海外派遣事業「うつくしま県民

の詈l の団員を募集しています。
募集期限･･･５月15 日（月）

派遣コース、募集人貝

・ 青少年 育成活助研修コース（アメリカ合衆国 ）　15 名

・国際協力活動研修コース（ブラジル連邦共和国）10 名

・環境保全活動研修コース （ニュージーランド）　10 名

・ 地域又化振興活動研修コース（ドイツ連邦共和国 ）10 名

応募 資格要件…胃少年育成と国際協力活動は．県内 に居住す

る 満 18  歳から41〕蔵まで、環塊保全と地域文化振興は、満 18  歳

から闖歳 までの者で．平成12 年 ４月１日現在におい て、 派遣

コース毎のテーマに開する分野での活動をしており 、帰国後

も研 修成果を活 かし．§ テーマに係る分野での活動を 欄極的

に行うもの.

･派遣期 間‥･９月12 日（火 ）～９月24 日（日）までの期間のうち10

日 間

･吝コース毎団 員負担 額…青少年育成（９万円）、国 際協力（12

万円 ）．環境保全（９万円 ）、地 域文化振興（10 万円）

･問い 合わせ…生涯学 置踝生 涯学習係　ｰ  ｰ  76



結

婚

を

祝

し

媒
酌
人
報
奨
金
及
び

結
婚
祝
金
贈
呈
式

昨
年
ａ

月
な

釐

つ
年
２
［［〔
ま

で
に

。

楮

篳
さ
れ
た
罌
篳
カ
ッ
プ
ル
4
2
組
（
町

内
在

住

者

）
と

、

ご

媒
酌

人

を
招

い
て

、

媒
酌

人

報

奨
金

及

び

結
婚

祝
金

贈
呈

式

が

４

月
２

日

観

月
台

文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た

。

冨
永

町

長

か
ら

結

婚

者
へ

の

励

ま

し

と

、

媒
酌

人

へ

の

ね

ぎ
ら

い
の

言
葉

が

述

べ
ら

れ

、

そ

れ
ぞ

れ
金

一
軻

ひ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
人

の

幸
せ

を

祝

し

乾
杯

、

媒
酌

人

を
囲

み

な

が
ら

祝

宴

が
催

さ

れ

ま
し

た

。
今

回

よ

り

定
住

化

促

進

総
合

対

策

事
業

と

し

て
取

り

組

ま

れ
て
い

ま
す
。

ユ

ー
モ
ア
交
え

健
康
講
演
会

恒

例

と

な
っ

た

谷

津
三

雄

先

生

の

健

康

講
演

会

が

、
３

月
1
2
日

又

化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た

。

谷
津

先

生
は

、

『
死

ぬ
ま

で
元

気

に
生

き
、
元

気
に
死
の
う
』
と
題
し
、

日

常

生

活
の

中

で

、

誰
で

も

気
軽

に
で

き

る
健

康
法

を

。
ユ

ー
モ

ア

を

交
え

た
独

特

の

口

調
で

伝

授

。

語

め
掛

け

た
聴

衆

も

い
っ

し

ょ
に

な
っ

て

、

指
を

そ

ら

し
て

は

健

康

法
に

取

り

組
み

ま

し

た

。
先

生

か

ら
は

今

回

も
講

演

料

全
額

を

福
祉

の

た
め

に

ご
寄

付

い

た
だ

い

て

お

り
ま
す

。

谷
津
三
雄
先
生

仙
台
・
国
見
お
た
か
ら
研
究
会
来
町

仙
台
市
北
西
部
に
国
見
と
い
う

地
区
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
地

域
活
動
を
進
め
て
い
る
「
仙
台
・

国
見
お
た
か
ら
会
」
の
齊
藤
光
巧

会
長
ほ
か
４
名
が
当
町
を
訪
れ
ま

し
た
。
同
研
究
会
は
市
民
公
益
活

動
団
体
と
し
て
宮
城
県
の
支
援
を

受
け

、
ふ
る
さ
と
を
再
発
見
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
町
づ
く
り
進
め

て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
編
芻
し
た
「
杜

の
都
・
仙
台
国
見
物
語
」
を
冨
永

町
艮
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。
同
じ
国

見
と
い
う
名
を
持
つ
当
町
を
視
察

に
訪
れ
た
も
の
で
す
。

チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の

寄
贈

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

４
月
１
日
よ
り
乳
幼
児
に
チ
ャ

イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
義
務
化

さ
れ
ま
ル
た
が
、
こ
の
ほ
ど
。
国

見
町
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
紺
野

平
二
郎
会
長
）
よ
り
、
町
ヘ
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
シ
ー
ト
は
、
幼
児
用
2
0

台
、
ジ
ュ
ニ
ア
用
2
0台
の
計
4
0

台
で

。
紺
野
会
長
か
ら
冨
永
町
長

に
「
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
役
立

て
て

く
だ
さ
い
」
と
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
町
で
は
町
内
の
幼
稚
園
や

保
育
所
、
季
節
保
育
所
に
配
置
し
、

臨
時
貸
し
出
し
用
と
し
て
活
用
す

る
予
定
で
す
。

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

サ
ク
ラ

森
江
野
小

佐
野
沙
織

サ
ク
ラ
は
な
ぜ

春
な
の
に
さ
か
な
い
の

サ
ク
ラ
に
き
い
て
み
よ

で
も

サ
ク
ラ
は

教
え
て
く

れ
な
い

な
ん
で

教
え
て
く

れ
な
い
の

サ
ク
ラ
さ
ん

わ
た
し
ね

サ
ク
ラ

す
き
だ
よ

サ
ク
ラ
の
下
で

花
見
し
て
い
る
よ

サ
ク
ラ

が
さ
か

な
か
っ
た
ら

わ
た
し

が
が
っ
か
り
す
る

サ
ク
ラ

大
す
き
だ

よ

（
初

春

作

成

）

「
児
慶
生
徙
文
集
く
に
み

第
3
2号
」
か
ら

編
集

発
行

国
見

町
　

総

務
課

〒

９

６

９
－

Ｉ

フ

９

２

福

島

県

伊

達

郡

国

見

町

大

字

藤

田

宇

一
丁

田

二

、

２

の

Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
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－
５
８
５
－
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１
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